
目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
九

告
　
　
　
示

○
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
区
域
指
定
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
九

○
保
安
林
の
指
定
の
予
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
〇

農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
か
っ
こ
書
等
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
面
積
を
定
め
る
告

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
一
二
〇

示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

○
道
路
の
区
域
変
更
（
六
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
〇

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
二

○
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
二

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
二

公
　
　
　
告

○
基
本
測
量
の
終
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
三

○
甲
府
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
三

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
三

○
平
成
十
七
年
二
級
建
築
士
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
三

人
事
委
員
会

平
成
十
七
年
度
山
梨
県
職
員
、
小
中
学
校
事
務
職
員
及
び
小
中
学
校
栄
養
職
員
並
び
に

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
一
二
四

山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
の
実
施
予
定
に
つ
い
て

第
六
十
四
回
（
平
成
十
七
年
度
）
山
梨
県
警
察
官
Ａ
及
び
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
の
実
施

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
一
二
六

に
つ
い
て正

　
　
　
誤

○
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
付
け
第
千
五
百
五
十
号
中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
一

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
一
号

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
四
条
第
二
項
中
「
第
十
六
条
」
を
「
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
（
法
第
十
五
条

の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。）
が
二

級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
二
級
建
築
士
等
試
験
事
務
」

と
い
う
。）
を
行
う
も
の
を
除
く
。）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
第
十
六
条
第
一
項
」
に

改
め
、「
添
付
し
て
」
の
下
に
「
行
う
も
の
と
し
、
指
定
試
験
機
関
が
二
級
建
築
士
等
試
験
事
務
を
行

う
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
法
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
知
事
が
指
定
す
る
者
（
以

下
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。）
が
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事

務
（
以
下
「
二
級
建
築
士
等
試
験
事
務
」
と
い
う
。）」
を
「
指
定
試
験
機
関
が
二
級
建
築
士
等
試
験

事
務
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
、
受
験
申
込
書
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
」
を
削
り
、

「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
六
号

へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
区
域
指
定（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

本
則
の
表
以
外
の
部
分
中
「
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
化
製
場
等
に
関
す
る
法
律
」

「

大
月
市
　
　
　
大
月
一
丁
目
か
ら
二
丁
目
ま
で
　
御
大
刀
一
丁
目
か
ら
三

に
改
め
、
本
則
の
表
中

丁
目
ま
で
　
駒
橋
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で

「

「

大
月
市
　
　
　
大
月
一
丁
目
か
ら
二
丁
目
ま
で
　
御
太
刀
一
丁
目
か
ら
三

丁
目
ま
で
　
駒
橋
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
一
九

山
梨
県
公
報
平
成
十
七
年三

月
十
日

第
千
五
百
五
十
三
号

木　曜　日



を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

上
野
原
市
　
　
上
野
原
の
う
ち
字
諏
訪
　
塚
場
　
新
町
　
本
町
　
原
　
田

」

町
　
羽
佐
間
　
新
田
倉
　
小
沢
　
新
井
　
西
シ
原
　
山
風

呂
　
向
風

」

同
　
河
口
湖
　
船
津
の
う
ち
字
上
ノ
段
　
大
久
保
　
中
村
　
松
湯
　
菅

「

町
　
　
　
　
　
蛭
塚
　
宮
森
　
西
川
　
大
池
　
浅
川
の
う
ち
字
平
浜

同
　
富
士
河
　
船

口
湖
町
　
　
　
蛭

同
　
足
和
田
　
西
湖
二
、
〇
六
八
番
の
う
ち
西
湖
移
住
地
　
根
場
移
住
　
　
を

西

村
北
都
留
郡
　
地
　
上
野
原
の
う
ち
字
諏
訪
　
塚
場
　
新
町
　
本
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　地

上
野
原
町
　
　
原
　
田
町
　
羽
佐
間
　
新
田
倉
　
小
沢
　
新
井
　
西
シ

原
　
山
風
呂
　
向
風

」

津
の
う
ち
字
上
ノ
段
　
大
久
保
　
中
村
　
松
湯
　
菅

塚
　
宮
森
　
西
川
　
大
池
　
浅
川
の
う
ち
字
平
浜

に
改
め
る
。

湖
二
、
〇
六
八
番
の
う
ち
西
湖
移
住
地
　
根
場
移
住

」

山
梨
県
告
示
第
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

上
野
原
市
上
野
原
字
諏
訪
三
五
一
の
二
、
三
五
六
の
二
、
字
エ
ビ
沢
四
〇
二
、
新
田
字
姥
ヶ
懐
三

七
九
の
一

二
　
指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
を
禁
止
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
百
八
号

農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
か
っ
こ
書
等
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
面
積
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
か
っ
こ
書
等
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
面
積
を
定
め
る
告
示
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示

農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
か
っ
こ
書
等
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
面
積
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十

六
年
山
梨
県
告
示
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
の
表
の
三
の
項
中
「
富
士
吉
田
市
」
を
「
富
士
吉
田
市
、
山
梨
市
（
旧
三
富
村
の
区
域
に
限
る
。）」

に
、「
上
野
原
市
、
東
山
梨
郡
三
富
村
」
を
「
上
野
原
市
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
市

川
建
設
部
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
粟
倉
飯
富
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
遅
沢
字
塩
沢
二
三
四
六
番

旧

六
・
九
〜

四
七
五
・
〇

の
二
地
先
か
ら

一
四
・
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
遅
沢
字
山
田
和
二
九
一
四

番
の
一
地
先
ま
で

新

八
・
五
〜

四
七
五
・
〇

二
八
・
二

山
梨
県
告
示
第
百
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
身

延
建
設
部
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
〇



山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
内
船
停
車
場
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
内
船
字
外
中
田
四
六
八
一

旧

七
・
一
〜

一
三
六
一
・
二

番
の
一
地
先
か
ら

一
二
・
三

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
南
部
字
子
新
田
九
三
三
五

番
の
一
地
先
ま
で

新

七
・
一
〜

一
三
六
一
・
二

五
九
・
三

一
一
・
〇
〜

八
三
六
・
四

三
七
・
九

山
梨
県
告
示
第
百
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
身

延
建
設
部
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
富
士
川
身
延
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
内
船
字
外
中
田
四
六
八
一

旧

九
・
九
〜

一
九
二
・
五

番
の
一
地
先
か
ら

一
二
・
三

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
内
船
字
外
中
田
四
五
四
八

番
の
一
地
先
ま
で

新

九
・
九
〜

一
九
二
・
五

二
八
・
七

山
梨
県
告
示
第
百
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
北
原
下
条
南
割
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

韮
崎
市
大
草
町
大
字
若
尾
字
岡
田
二
〇
四
二
番
の

旧

一
二
・
五
〜

七
・
〇

一
地
先
か
ら

二
六
・
五

韮
崎
市
大
草
町
大
字
若
尾
字
岡
田
二
〇
四
一
番
地

先
ま
で

新

一
二
・
〇
〜

七
・
〇

一
三
・
五

山
梨
県
告
示
第
百
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
横
手
日
野
春
停
車
場
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
武
川
町
大
字
山
高
字
大
石
田
一
三
四
一
番

旧

四
・
五
〜

六
〇
三
・
八

の
三
地
先
か
ら

八
・
五

北
杜
市
武
川
町
大
字
牧
原
字
堂
佛
寺
一
三
〇
八
番

の
一
地
先
ま
で

新

一
〇
・
〇
〜

六
〇
三
・
八

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
一



三
五
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
北
杜
八
ヶ
岳
公
園
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
須
玉
町
大
字
若
神
子
字
小
林
三
〇
九
四
番
　
旧

六
・
四
〜

一
六
四
四
・
〇

の
一
地
先
か
ら

一
二
・
〇

北
杜
市
高
根
町
大
字
下
黒
沢
字
坂
上
一
七
六
番
の

一
地
先
ま
で

新

六
・
四
〜

一
六
四
四
・
〇

一
二
・
〇

一
二
・
八
〜

一
三
八
〇
・
七

五
六
・
六

山
梨
県
告
示
第
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
塩

山
建
設
部
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

万
力
小
屋
敷

山
梨
市
大
字
万
力
字
本
組
一
一
一
七

二
九
一
・
〇
平
成
十
七
年

線

番
地
先
か
ら

三
月
十
日

山
梨
市
大
字
万
力
字
本
林
一
八
三
〇

番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
市
大
字
上
神
内
川
字
地
蔵
原
一

一
〇
二
・
〇

四
九
二
番
の
一
地
先
か
ら

山
梨
市
大
字
上
神
内
川
字
下
河
原
一

五
一
二
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
十
六
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

種
類

県
道

石
和
温
泉
停

笛
吹
市
大
字
石
和
町
市
部
字
川
向
四
二
四
番
の
一
地
先
か
ら

車
場
線

笛
吹
市
大
字
石
和
町
市
部
字
東
町
一
〇
〇
五
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
土
木
部
建
築
指
導
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
位
置

中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
字
鎌
田
川
端
一
五
一
九
番
六
及
び
西
条
字
長
登
路
一
〇
三
九
番
四

二
　
道
路
の
幅
員

五
・
〇
五
メ
ー
ト
ル

三
　
道
路
の
延
長

二
六
・
九
三
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
二



'
基
本
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
七
年

二
月
二
十
二
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
の
実
施
を
終
了
し
た

旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
電
子
基
準
点
付
属
標
取
付
観
測
）

二
　
作
業
開
始
日
　
平
成
十
六
年
十
月
二
十
七
日

三
　
作
業
終
了
日
　
平
成
十
七
年
二
月
二
十
一
日

四
　
作
業
地
域
　
北
杜
市
、
北
都
留
郡
小
菅
村
及
び
西
八
代
郡
上
九
一
色
村

'

甲
府
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を

変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
当
該
都
市
計
画

の
変
更
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
日
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
都
市
計
画
の
種
類

甲
府
都
市
計
画
区
域
区
分

二
　
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三
　
縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
一
番
八
号
　
　
　
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
都
市
整
備
課

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
八
番
一
号
　
甲
府
市
役
所
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

四
　
縦
覧
期
間

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
四
日

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
字
北
新
田
二
七
五
六
、
二
七
五
七
、
二
七
五
八
、
二
七
六
七
、
二
七
六
八
及

び
二
七
六
九
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
二
千
七
百
六
十
八
番
地
　
株
式
会
社
大
田
光
学
研
究
所
　
代
表
取
締
役
　
渡

邉
哲
也

'

平
成
十
七
年
二
級
建
築
士
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
実
施

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
二
級
建

築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、

同
法
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
梨
県
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
財
団
法
人
建
築
技
術

教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
に
行
わ
せ
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
試
験
日
時

１
　
学
科
の
試
験

二
級
建
築
士
　
平
成
十
七
年
七
月
三
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で

木
造
建
築
士
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で

２
　
設
計
製
図
の
試
験

二
級
建
築
士
　
平
成
十
七
年
九
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

木
造
建
築
士
　
平
成
十
七
年
十
月
九
日
（
日
）
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
酒
折
二
丁
目
四
番
五
号
　
山
梨
学
院
大
学
十
六
号
館

三
　
受
験
申
込
手
続

１
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
二
級
建
築
士
試
験
の
受
験

申
込
み
を
し
た
者
の
う
ち
、
試
験
の
申
込
み
に
必
要
な
個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
承
諾
を
し
て
い
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（一）

受
験
申
込
受
付
期
間
及
び
時
間

a

期
間
　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
（
金
）
か
ら
同
月
八
日
（
金
）
ま
で

s

時
間
　
受
付
開
始
日
の
午
前
十
時
か
ら
受
付
最
終
日
の
午
後
四
時
ま
で

（二）

受
験
申
込
方
法

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jaeic.jp/

）
に
お
い
て
必
要
な
事
項
を
入
力
し

申
し
込
む
こ
と
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
三



２
　
持
参
に
よ
る
受
験
申
込
み

（一）

受
験
申
込
期
間
及
び
時
間

a

期
間
　
平
成
十
七
年
四
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
同
月
十
五
日
（
金
）
ま
で

s

時
間
　
a
の
期
間
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

（二）

受
験
申
込
書
の
請
求
先

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
四
番
十
九
号
　
山
梨
県
建
設
会
館
四
階
　
社
団
法
人
山
梨
県
建
築

士
会
（
以
下
「
建
築
士
会
」
と
い
う
。）
の
事
務
所
　
　

（三）

受
験
申
込
書
の
提
出
先

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
四
番
十
九
号
　
山
梨
県
建
設
会
館
五
階
会
議
室

受
験
申
込
書
の
提
出
は
、
受
験
者
本
人
が
直
接
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

四
　
合
格
者
の
発
表

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日
（
木
）
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
学
科
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
同
年

九
月
六
日
（
火
）
を
予
定
し
て
い
る
。

五
　
そ
の
他

設
計
製
図
の
課
題
は
、
平
成
十
七
年
六
月
二
十
二
日
（
水
）
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
各
支
部
及
び
建
築

士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
学
科
の
試
験
当
日
に
、
試
験
場
に
掲
示
す
る
。

人
事
委
員
会

'

平
成
十
七
年
度
山
梨
県
職
員
、
小
中
学
校
事
務
職
員
及
び
小
中
学
校
栄
養
職
員
並
び
に
山
梨
県
警

察
官
採
用
試
験
の
実
施
予
定
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
山
梨
県
職
員
、
小
中
学
校
事
務
職
員
及
び
小
中
学
校
栄
養
職
員
並
び
に
山
梨
県
警
察

官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
堀
　
　
内
　
　
　
　
　
茂

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
四



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
五



�

第
六
十
四
回
（
平
成
十
七
年
度
）
山
梨
県
警
察
官
Ａ
及
び
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

第
六
十
四
回
（
平
成
十
七
年
度
）
山
梨
県
警
察
官
Ａ
及
び
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。平

成
十
七
年
三
月
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
堀
　
　
内
　
　
　
　
　
茂

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
六



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
七



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
八



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
二
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
三
〇



正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○
　
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
掲
載
の
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
　

の
公
告
中

一
〇
六

下

終
わ
り
か
ら
十

開
発
行
為
及
び

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
及

び
開
発
行
為
の
う
ち

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
三
一



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
五
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
十
日

一
三
二


